
JR
鹿
児
島
線

文

文

文

神村学園

薩摩焼発祥の地

尻寒川

酔之尾

JR
鹿児
島本
線

（並松）
星越坂

上名

前原
鳥井ノ原

串木野中

須納瀬

国道3号

唐船塚

養護学校入口

八房
　公民館

JR鹿児島本線

湊町

薩摩山

神村
学園
前

串木野
　養護学校

木場茶屋

串木野

市
　来

砕石工場
金山下
公民館

角石

並松

芹ヶ野

旭小
文

藤沢

国道3号

薩摩川内市 芹ヶ野

JR鹿児島本線

椿平橋東側の様子

旧郵便所跡

薩摩焼発祥の地

金
山
五
橋

金
山
峠

十
里
塚

串木野養護学校入口

上名

串
木
野
鉱
山

薩
摩
街
道

浅山

浜ヶ城跡

五反田川
麓
串木野城跡

12

4

56

7
8

9

10

11

12

14

15
1617

14

3

3

3

薩摩山橋

3

16

2

1

3

酔之尾。街道は畑地となり消滅
したので迂回します。

4

戸切川橋

7

金
山
の
歴
史

串
木
野
城

江
戸
時
代
の
初
期
、
宮
之
城
郷
佐
志
村
（
現
・
さ
つ
ま
町

佐
志
）
の
川
で
金
鉱
石
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
薩
摩
藩
は

宮
之
城
領
主
の
島
津
久
通
に
金
鉱
脈
の
探
索
を
指
示
し
た

の
で
す
。
寛
永
十
七
（
一
六
四
○
）
年
、
長
野
郷
長
野
村

（
現
・
さ
つ
ま
町
永
野
）
の
河
原
で
金
鉱
石
を
捜
し
あ
て

長
野
村
の
金
鉱
脈
発
見
を
江
戸
幕
府
へ
報
告
し
た
の
で
し

た
。
し
か
し
金
鉱
脈
は
実
際
に
は
横
川
郷
山
ヶ
野
（
現
霧

島
市
横
川
町
山
ヶ
野
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
山
ヶ
野

金
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
但
し
、
幕
府
に

報
告
し
た
後
で
し
た
の
で
公
式
に
は
長
野
金
山
の
呼
称
を

使
用
し
た
の
で
す
。
さ
ら
に
万
治
三
（
一
六
六
○
）
年
、

串
木
野
の
芹
ヶ
野
金
山
（
芹
場
金
山
）
が
発
見
さ
れ
長
野

金
山
の
枝
山
と
し
ま
し
た
。

（
芹
場
金
山
）…
…
五
反
田
川
の
上
流
、生
福
の
三
反
田
川

　
　
　
　
　
　
　
（
芹
場
川
）の
上
流
に
小
字
芹
場
が
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
付
近
一
帯
が
金
山
で
す
。

（
芹
ヶ
野
金
山
）…
芹
場
金
山
を
含
め
金
山
川
流
域
西
山
川

　
　
　
　
　
　
　

流
域
の
金
山
を
含
ん
で
い
ま
す
。

肥
後
の
石
工
・
岩
永
三
五
郎
の
技
術
を
習
得
し
た
薩
摩
の

石
工
が
架
設
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
石
造
り
で
長

さ
二
間
、
広
さ
一
間
の
五
つ
の
橋
は
同
じ
型
枠
で
つ
く
ら
れ

同
じ
年
に
架
け
ら
れ
ま
し
た
。
（
薩
摩
山
橋
・
椿
平
橋
・
北

口
屋
橋
・
芹
ヶ
野
橋
・
戸
切
川
橋
）
こ
の
中
で
椿
平
橋
は

当
時
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
唯
一
の
石
橋
で
す
。
手
摺
り
の

無
い
形
で
す
が
、
こ
の
こ
と
は
肥
後
の
技
術
を
踏
襲
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

初
代
城
主
は
、
串
木
野
三
郎
平
忠
道
、
薩
摩
郡
本
地
頭
、
平
忠
直
の
子
で
、
五

代
忠
秋
は
南
北
朝
合
戦
で
南
朝
方
に
味
方
し
て
、
島
津
家
五
代
貞
久
と
戦

い
、
興
国
三
（
一
三
四
二
）
年
頃
城
は
陥
り
、
忠
秋
は
父
祖
の
地
知
覧
へ
逃
れ

ま
し
た
。
そ
れ
以
降
当
地
は
島
津
の
支
配
と
な
り
、
文
明
六
（
一
四
七
四
）
年

川
上
忠
塞
が
、
串
木
野
城
主
に
任
じ
ら
れ
、
栄
久

・
忠
克
三
代
に
及
ぶ
。
十
五
代
島
津
貴
久
は
、
山
田

蔵
人
を
串
木
野
・
市
来
の
地
頭
に
任
じ
、
島
津
家

十
七
代
義
弘
は
、
弟
家
久
を
串
木
野
隈
之
城
の
地

頭
に
任
じ
ま
し
た
。
家
久
は
１０
年
間
地
頭
職
に
あ

っ
た
が
、
日
向
佐
土
原
の
領
主
と
し
て
当
地
を
去

っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
、
嫡
男
と
し
て
島
津
豊
久
も

こ
こ
で
産
声
を
あ
げ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
ま
で
約
３０
名
の
歴
代

地
頭
名
の
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。

薩摩山下バス停

8

針原バス停

5

9 薩
摩
山
橋
は

写
真
中
央
付
近
。

〒892-8520　鹿児島市小川町3番56号
TEL099-805-7206
FAX099-805-7400

企画・発行鹿児島地域振興局
〒895-0076　鹿児島県薩摩川内市大小路町73-28
TEL0996-25- 2477（会長：丸目　直樹）
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A-2

3

3

9

10

11

砕石工場へ

南九州西回り自動車道

薩
摩
金
山
蔵

至串木野→

金山川
薩摩山橋（旧山伏橋）

上名

金
山
第
四
橋

JR

下名

←至木場茶屋

串
木
野

薩
摩
川
内
市

薩
摩
山

芹
ケ
野

木
場
茶
屋

金
山

芹ヶ野
公民館

木場茶屋

芹ヶ野
郵便局

旭小 文

3

3

3

山之神神社

堺橋

17

椿平橋

北口屋橋

矢張橋
（旧芹ヶ野橋）JR鹿児島本線

芹ヶ野

十里塚

藤沢

南九州西回り自動車道

いちき串木野市
下名

15

14

16

A-1

A-3

A-1

A-2

芹ヶ野川

11

麓
旧郵便所跡

浜ヶ城

五反田橋

浅山

金山川

戸切川橋

薩摩山下

国道3号

浅山

五
反
田
川

さのさの
やかた

さのさ館

針原

卍

→串
木野
IC

串木野IC入口

6

5
7

8

39

6

国道沿いに残る街道

15

薩摩藩英国留学生渡欧の地
（いちき串木野市羽島）
薩摩藩英国留学生渡欧の地
（いちき串木野市羽島）

コンビニ

秋葉神社

上名の三叉路

10

13

12

十
里
塚
の
榎

歩
行
マ
ッ
プ

大
里
〜
市
来
〜
金
山
峠（
い
ち
き
串
木
野
市
編
）

薩
摩
の
古
道

薩
摩
街
道
出
水
筋

南九州西回り自動車道

17

第
三
部

砕
石
工
場
入
口
。
道
標
は

約
30
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
国
道

か
ら
入
っ
た
と
こ
ろ
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
街
道

は
金
山
川
沿
い
に
残
っ
て

お
り
通
行
量
も
少
な
く
ゆ

っ
く
り
と
散
策
で
き
る
ゾ

ー
ン
で
す
。

旭
小
の
前
。
街
道
は

金
山
公
民
館
と
十

里
塚
を
結
ぶ
ラ
イ
ン

上
に
あ
り
ま
し
た
が

鉄
道
敷
設
に
よ
り
消

滅
し
て
い
ま
す
。

十
里
塚
は
鹿
児
島
の
下
町

札
辻
か
ら
十
里
の
地
に
築

か
れ
た
塚
の
こ
と
で
す
。

出
水
筋
に
唯
一
残
る
里
塚

と
し
て
重
要
で
す
。

堺
橋
と
道
標
。
街
道
は
民

家
の
脇
に
人
ひ
と
り
や
っ

と
通
れ
る
小
径
と
し
て
残

っ
て
い
ま
す
。

金山川橋

凡例
薩摩街道
薩摩街道（消滅道）
薩摩街道迂回路
県道・一般道
国道
薩摩街道の道標
案内板
史跡 ☆

A-3

いちき串木野市
下名

金山下 12

13

主要地方道串木野樋脇線

13



神村学園 JR鹿児島線

八房

下名

文

文

国道3号

払山

松山

市来小前

堀公民館

堀東口
松原

JR鹿
児島本

線

長里

鹿児島県
消防学校

湯之元球場

南九州西回り自動車道大里

大里

島内

堀西口 大里トンネル

日置市
東市来町湯

田
伊作田

湯之元向湯田三文
字JR鹿児島

本線

湯田

県
道
戸
崎
湯
之
元

　
　
　
　
停
車
場
線

街道脇の石倉

大里川

いちき
串木野市大里

八
房
川

270

270

中原

（山間の道）
日置市東市

来

総合運動公
園

神村学園前

3

市来小

市来農芸
　　高校

湊町

文

文

いちき
アクアホール

薩摩
　渡瀬橋

郵便局

市来町漁協
　　物産館

12

18

15

16
3

A-1

市来

川口番所跡

串木野養護学校

19

遠見番山

270

湯之元

13

14

17

A-1

①
弁
天
石
像　
　
　

②
八
坂
神
社　
　
　

③
え
び
す
石
像　
　

④
回
船
問
屋
跡　
　

⑤
回
船
問
屋
跡

⑥
御
仮
屋
跡

⑦
町
門
跡

⑧
川
口
番
所
跡

⑨
菅
原
神
社

①

②

③
④

⑤
⑥

⑦

⑧⑨

薩
摩
街
道

昭和初期の市来湊

中原の道標

文

迂回路入口　（中原）

市来小

県道戸崎湯之元停車場線（湯田）
（中原への山道は草薮のため歩行は困難です。）

鹿児島中央
家畜保健衛

生所

1

2

4
5

6

7

7

8

中原の治水溝付近

8

9

3

306

306

10

11

11

12
13

15

1618
19

3

東市来

市　来

大
里
の
山
道

ヤ
ッコ
ソ
ウ

3 12 高
速
道
路
近
く
迂
回
路
へ

大
里
の
T
字
路

4

5

大里

6

9

堀西口崎野交差点

10

市来交差点

井戸跡（右角に道路改修記念碑）

七
夕
踊

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

国
指
定
天
然
記
念
物

12

八坂神社前

17

14

わ
た
　
せ

薩
摩
渡
瀬
橋

湯
田
稲
荷
神
社
裏
山
の
、
椎
の
木
の

根
元
に
10
月
か
ら
11
月
に
発
生
す
る

顕
花
植
物
。
高
さ
が
3
〜
4
㎝
で
そ

の
姿
が
「
奴
（
や
っ
こ
）
」
の
歩
く

姿
に
似
て
い
る
の
で
、
こ
の
名
が
付

け
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

国道
3号線

お
仮
屋
跡

18

御
仮
屋
通
用
門

15

19

A-1

川
口
番
所
跡
か
ら
み
た
風
景

八坂神社

七
夕
踊
の
起
源
は
島
津
義
弘
の
文
禄
・
慶
長
の
役
で
の

活
躍
を
称
え
て
踊
り
が
奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
途
絶
え
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
天
和
四
（
一
六
八
四
）
年
大
里
開
田
を
祝
っ

て
踊
り
が
奉
納
さ
れ
、
以
後
、
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ

て
き
た
伝
統
行
事
で
す
。
花
笠
や
美
し
い
衣
装
の
太
鼓

踊
り
が
中
心
で
す
が
虎
・
牛
・
鶴
・
鹿
な
ど
の
張
り
子

の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
動
き
は
見
る
人
を
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い

に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

人
里
か
ら
離
れ
る
に
つ
れ
草
薮
が
深
く
な

り
歩
行
は
困
難
で
す
。
山
菜
採
り
の
シ
ー

ズ
ン
に
は
、
草
刈
り
が
行
わ
れ
る
の
で
通

れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

大
里
川
に
あ
る
橋
で
、
か
つ
て
木
橋
で
中
洲
が

あ
り
橋
が
二
つ
架
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
白
い

砂
浜
に
松
林
の
緑
が
映
え
て
目
を
見
張
る
景
勝

地
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
役
場
が
お
仮
屋
で
あ
り
、
お

仮
屋
に
は
藩
主
の
使
う
本
門
と
家
来
の

使
う
通
用
門
が
あ
り
ま
し
た
。

市
来
の
地
頭
館
は
現
在
の
役
場
敷
地
内
に
あ

り
ま
し
た
。
参
勤
交
代
の
折
、
時
に
は
藩
主

が
立
ち
寄
る
事
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
四
方

に
柵
を
め
ぐ
ら
せ
、
茅
葺
の
母
屋
に
は
藩
主

専
用
の
間
も
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ジ
グ
ザ
グ
状
に
折
れ
曲
が
る
街
道
は
遠
く
ま
で
見
通
せ
な
い
形
状
と

な
っ
て
い
ま
す
。薩
摩
に
と
っ
て
、こ
の
地
は
防
衛
上
の
要
衝
と
し
て

機
能
し
て
い
た
の
で
は
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。沿
線
に
は
歴
史
を

感
じ
さ
せ
る
焼
酎
蔵
元
や
御
仮
屋
跡
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

津
口
番
所
は
主
要
な
港
に
設
け
ら
れ
船
の
出
入

を
監
視
し
て
い
ま
し
た
。
市
来
で
は
八
房
川
の
川

口
に
番
所
が
置
か
れ
通
称
「
川
口
番
所
」
と
呼
ん

で
い
ま
し
た
。
市
来
湊
は
江
戸
・
大
阪
方
面
へ
物

資
を
輸
送
す
る
港
と
し
て
、
ま
た
宿
駅
、
浦
町
と

し
て
賑
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

（
日
置
市
東
市
来
町
湯
田
）
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17

13
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　安永6
（1777）年
　以前の道

湊町一丁目

凡例
薩摩街道
薩摩街道（消滅道）
薩摩街道迂回路
県道・一般道
国道
薩摩街道の道標
案内板
史跡 ☆

市来交差点

16

市来庁舎前町門跡

市来国民宿舎前
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